
ラット脳磁検出に向けた高感度ダイヤモンド量子センサシステムの構築 

Developing a sensitive diamond quantum sensor system 

for detecting the brain magnetic field of a living rat 
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ダイヤモンド中の窒素－空孔（NV）中心を利用したダイヤモンド量子センサは微小磁場を室温

で測定が可能なほか空間分解能も高いという利点があり、生体磁場測定への応用に向けた研究が

盛んに行われている[1, 2]。特に脳磁の測定は医療診断や脳機能の理解といった応用で極めて重要

である。しかし、磁場感度は脳磁の測定にまだ十分でなく、さらなる高感度化が求められており、

さらに実際の生体磁場測定に適した系の開発も課題である。本研究では、ラット脳磁検出を目標

に、生きているラットの頭に近づけられる非侵襲で高感度なダイヤモンド量子センサを開発した。 

Figure 1に測定系の模式図を示す。NV中心を含む HPHT ダイヤモンド[3]を麻酔をかけたラット

の頭上に設置し、532 nmのレーザー光を入射しダイヤモンドからの蛍光を PDに集光した。レー

ザー光を参照用 PDrefに入力し、蛍光用 PDとの出力電流の差分をとって光強度ノイズを低減した。 

実際の生体測定ではラットに刺激を与えて脳磁を誘発し、刺激に合わせて信号を積算する。誘

発脳磁の帯域である数 Hzから数十 Hzにおいて、ラットがいない状態ではあるが 30 pT Hz-1/2よ

り高い磁場感度を得た(Fig. 2)。30から 80 Hzでは 17 pT Hz-1/2のノイズフロアである。誘発脳磁は

センサ位置で1から10 pTと見積もられ、2 Hzの刺激に誘発された10 pTの磁場であれば帯域50 Hz

にて約 1 分の積算で検出可能と見込まれる。本研究は⽂部科学省光・量⼦⾶躍フラッグシッププ

ログラム（Q-LEAP）JPMXS0118067395 および JPMXS0118068379 の助成を受けたものである。 

 

 

Fig. 1 Diamond quantum sensor system. Fig. 2 Noise spectrum. 
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